
　先日，DMAT（災害派遣医療チーム）隊員として，令和 6
年度大規模地震時医療活動訓練に参加しました．東京都で
マグニチュード 7.3 の地震が発生した想定で，都庁に災害
対策本部が設けられ，われわれの施設は医療対策拠点とし
て，日本全国から参集するDMATチームの受け入れと地
域医療施設の被災状況からDMAT派遣や東京都へのライ
フライン確保の要請を行う訓練を行いました．
　私が日本DMAT隊員になってから数年が経過しました
が，災害対策拠点の活動は実地も含めて初めての経験であ
り，未経験の仕事に四苦八苦しながらも，インストラク
ターの先生にご指導いただき，有意義な経験をさせていた
だきました．災害時の仕事はいつもの業務と異なり，難し
い局面もありますが，訓練によって備えておくことはでき
ます．臨床検査も同様で，専門外のことにも興味を持ち学
んでおくことが今後の糧になることも多く，そういった意
味でも本誌を役立ててもらえれば幸いです．
　本号もさまざまな分野の内容が網羅されています．微生
物検査での新しい取り組みを会話形式で綴る新連載や日当
直業務における施設取り組みの好例など，専門外の方にも
わかりやすく記述されており，全ての原稿を楽しみながら
読み進められると思います．尊敬する関根先生のシリーズ
「病態生理から読み解く腹部エコー検査」は今回で最終回
となり寂しい限りですが，執筆いただいた関根先生には大
変感謝いたしております．シリーズ 9回全てで「新しい気
づき」がある内容でした．本編最後のメッセージは全ての
検査技師に伝わる内容と思います．ありがとうございました．
� （八鍬恒芳）
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極める！呼吸機能検査
患者を診る力が成功のカギ

　呼吸機能検査に携わる検査技師には機器の操作や検査
の知識に加え，患者心理などを踏まえた患者対応，つま
り“患者を診る力”も必要なスキルとして求められま
す．次号は一部項目の動画の視聴も可能として，“患者
を診る力”を学習すること，また，それが『検査技師』
の標準化の一助になることを目的として企画しました．

目次
1章　上手な患者誘導
2章　適切な精度管理とピットフォール
3章　�スパイログラムと患者状態から読み解く失敗例と

その対応（肺活量測定）
4章　�フローボリューム波形と患者状態から読み解く失

敗例とその対応（努力肺活量測定）
5章　機能的残気量測定の失敗例とその対応
6章　肺拡散能検査の失敗例とその対応
7章　ガス洗い出し法（1回呼吸法）の失敗例とその対応

編集室より
「“守は知る，破はできる，離は使える”ということ．」
尊敬する I先生が，剣道の技における“守破離”の意味
を小学生にわかりやすく教えていました．本誌も，読者
の皆さんが“知って，できて，現場で使える”内容を提
供してまいります．本年も引き続きご愛読をよろしくお
願いいたします．� （S）
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